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 肝 障碍 時 に於 け る家兎 のArginase作 用 に就 きて
               内 野 研 究 室
          医 學 士 海 佳 優
 Arginase作 用に關 し病理 化學 の立場 よ り著者1)は 既に實験的可移植性 悪性腫瘍 を有 する動物
(家 兎,家 鶏 又廿 日鼠)に 於 て腫瘍並 に各臓器 に就 きArginase作 用 を槻察 し,悪 性腫瘍の如 き獲
育旺盛 な る組織 には該作用 は相當著明 にして且 特殊 なる ものな るべ しとの結果 を得 た り・亦 一
方腫瘍動物 並 に正 常動 物 の各種 臓器中に て兎肝 叉鼠肝 は極 めて張力な る該作用 を有 する事 を確
認 せ り・肝Arginase作 用の著 し く張力な るは既 にEdlbacher等2)に 依 り各種 動物(犬,猫,鼠,兎
モルモ ツ ト,豚,牛 叉蛙等)に 就 きて観察せ られ た り・か くの如 き彊 力な る肝Arginase作 用の
生理 的意義 を考 究 するは甚 だ重要 なる事な り.Krebs並 にHenseleitn)は 肝Arginase作 用は尿
素合成 に重要 な る役 目を演す るものな りと述 ぶ.
 1藪に此 の肝Arginase作 用 の生理的 並に病理的意義の一一端 を窺知 せん とし,實 験的家 兎肝障
碍時 に於 け る肝組織 の外,種 々の臓器,血 液並 に謄 汗のArginase作 用の消長 に就 き其 のMn
「イオ ン」 に依 る賦活 を考 慮 して研究せ り.
 肝機 能充進 乃至殊 にその機能障碍 に關 する生 化學的研究 は既に各方面 よ り探求せ られ た り.
著者 は家兎 に就 きて黄燐,「ク ロロホルム」叉四盤化旋素投與 或は謄管結紮 に依 り肝機能障碍 を
起 さしめた る後,各 種 の臓器,血 液叉謄 汁のArginase作 用Aktivtat並 に其 のMn rイ オ ン」
賦 活後 に於 け るVollaktivitatを 比較観 察せ り・之 等馨の動 物毒 物試験乖 に膿 管結 紮はすべで 一
定 の條件下 に於 て行 ひた り.
 藪 にAktivitatと はAktivatorを 用 ひす し■測定 せ しArginase作 用な り・亦Aktivatorと
して硫酸 マ ンガンを その至適濃 度1)な るi・'go⑪・Mo1の 濃度 に於 て用ひ測定 せ し作用 をVollaktivitat
と見傲 せ り.
 正常家 兎肝Arginase作 用のAktivitat及 び そのMn rイ オ ン」に依 る賦活後のX'otlaktivitat
は大艦 一定 せ り・自口ち添加総Argin三nに 封 する分 解率 を観 るにAktivittttはca.40-50%,
Vollaktividitはca.70-80%なり(第1表).然 るに黄9e, rク ロロホルム」 叉四瞳化炭素投與
後 或 は謄管結i紮後 に於 てAktivitht並 にVollaktivitlitを 観 察 するに(第1-5表), Aktivitatは
      菅此の貼に就 き御助言を賜 りし京大内科教室(第ご講座)の 諸氏に謝意を表す.
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燐 家兎に於 てはca・15～20%,「 クロ・、ホル ム」家兎はca・20-23%,四 盤化 表素家兎 にては
20-23%叉 謄管結紮家 兎に於 てはca.30%に して,正 常家 兎に比 し著 明に低下せ り.Vollaktivitat
は燐家 兎ca・30-40%,「 ク ・・ホル ム」家 兎ca.45-70%,四 肇化炭素家 兎ca.35-40%又
膿 管結 紮家 兎ca.40-60%に して之 亦正常 に比 し著 明に減弱せ り.こ れ等 の場 合 に於 てAktivitat
の低減 は Vollaktivitatの それ よ りは著 明なるた め, Aktivierbarkeitの 値 は上ヒ較 的大 となれ り.
但 し以上述 べ し如 く障碍肝家 兎の肝Arginase作 用 は著 しく減弱 せ りとは云 へ未 だ他臓器 のそ
れ に比 すれ ば甚 だ強 力な り・ か くの如 き障碍肝家兎の肝Arginase作 用の攣化 は該作用の特殊
の生理的意義 を考ふ る上 に観過 すべか らざる事 な り.
 腎叉肺 は正常家兎 に於 ても相當張度 のArginase作 用 を示 し(第1表),上 記毒 物投與 乃至膿
管結紮 によ り肝障碍 を起 さしめた る場 合に於 て も該作用の著攣 を見す,正 常時 と略 々等 しき成
績(第2-5表)を 得 た り.
 脾Arginase作 用は著者の試験成績に依れば正常家兎に於て既に相當の陽性度 を示す(第1表)
障碍肝家 兎に於 てはAktivittit並 にVollaktivtat共 に稻 々増強の 傾向 を示 し(第2-3表),こ の
傾向は四臨化炭素 中毒 家兎 に於 て特に著明な り(第4表).
 菰 に注意 すべ きは血液Arginase作 用の攣 化な り.Edlbacher並 にR6thlere)は 犬,猫,兎,モ
ルモ ツ ト,廿 日鼠,鼠,鶏,鳩 叉驚 鳥の血液 にはArginase作 用は陰性 な りと報告 し,亦Edlbacher,
Krause並 にMerz4)は 人,牛,羊 叉豚の血液に は該作用陽性 に して,且 これ等の血液 に於 て も
其 の血 球中には著明な る該酵素作用 を観 る も,血 清 中に は陰性に して寧 ろ抑制作用 を有 する事
を報告 せ り.岩 淵氏5)(lwabuchi)は 同氏の考案にな る測定法(Flavianstiure法)に 依 り人艦及
び各種 動物 の血液Arginase作 用 を観察 し上記 の成績 と略 々同様 の結 果 を得,亦Mn rイ オ ン」
に依 る賦活の場 合 に於 て も上記 の關係は略 々同檬 なる事 を槻察せ り.
 著者 も亦 人艦血液 に於 ては相 當強力なるArginase作 用 を認め た り(第7表)・ 之 に反 し家 兎
血液 に於 ては甚 だ微 弱に して最 低値の部(分 解率ca.1-2%)に 属 し, Mn「 イオ ン」 に依 り
賦活 すれ ば僅に陽性(分 解率ca・5-8%)を 呈 す(第1表)・ 血漿 は全血 と略 々等 しき程度 の微
弱な るArginase作 用 を呈 する も(第1表),血 球 に至 りては甚 だ微 弱に して,賦 活 に よ り漸 く
該酵素作用(分 解率ca.1-3%o)の 存在 を知 るに過 ぎす(第1表).
 然 るに黄燐,「 クロ ・ホル ム」叉四盤化炭素投 與後 或は謄管結紮後 に於 ける家 兎全血 中には甚
だ著 明なるArginase作 用の増彊 を認めた り.自 口ちその分解率 はca・40-70%な り・血漿 も全
血 と略 々等 しき著 明な るArginin分 解 力を示せ り(第2-5表)・ 但 し甚 だ注 意すべ きはか くの
如 き杢 血並 に血漿に起 りし著攣 は血球 中には認め得 ざ りき(第2-5表)・ 郎ち障碍肝家 兎の血球
                   (26)
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はその全 血叉血漿 に比 すれ ばA・gin・ ・e作 用は著 しく少値 に して寧ろ正常動物の血球A・gin・
作用 に近 く(第2-5表),血 球 中の本酵素作用 は肝障碍 に依 りては影響 を受 けざる ものと考 へ
る.Mnrイ オ ン」に依 り賦活せ る場合,全 血並に血漿 に於 ては更に著明な る該作用の増張 を羽
添加総Argininのca.80-90%の分解率(Vollaktivitht)を 示す もその増強の割合(Aktiv{
barke量t)は 比 較的 小な り.巨Pち 血中Arginaseaktivitatの 著 しき増彊 を意味 す るもの な り・
 斯 の如 き障碍 肝家兎 の血液Arginase作 用の著攣 は甚だ興味 ある ものに して,其 の轄機 如
の問題 は更に研 究 を要 す るものな り・肝障碍例 へば黄燐 中毒 の際,肝 細胞 にAutolyseが 起
細胞 内酵 素が遊離 し血 中に流 入するに依 るに非すや と想像 す・ この假想 を支持 し得 る一・事實
して謄 汁Arginase作 用の攣化 を學 ぐべ きな り. EPち 謄汁Arginase'作 用 は正常家 兎に於 てli
Aktivitiit(1-2%)並 にVollaktivitat(ca・4-8%)は 共 にその血液 と同様甚 だ微弱な り・然 る
障碍 肝家 兎に於 ては該作 用の著 明なる増強 を観た り・帥ち その分 解率 はAktivitl」tはca.20%                I
Vollaktivitlitはca・30-60%な り・蓋 し肝細胞 よ り遊離せ しArginaseの 膿汁 中に移行せ るに
る もの な らんか・但 しこの場 合膿 管結紮家兎 に於 ては臓嚢 内に蓄積 せ る謄汁 に就 きて観察せ
 之等 の障碍 肝家兎 に饗 する封照 として,6日 間絶食 せ る飢餓家兎 に就 きArginase作 用 を
察せ しが,肝,肺 叉脾 は正常家兎 と略 々等 しき程度 の該 作用 を呈せ り(第1表 及 第6表)・ 唯
に於 てのみ一定 の攣 化 を見 出 し得 た り・ 邑ロち飢餓家兎 に於 ては腎Arginase作 用Aktivitat
その分解率 に就 き見 るにca.60-80%に して,正 常家兎 のそれ(ca.30-35%)に比 して老
く増 強せ り・然 るに注意 すべ きは硫酸 マンガン全賦活後のVollaktivitlitに 就 きては,正 常家
に てはca.70-80%の 分解率 を示 し,飢 餓 家兎にて もca.70-85%な り(表1表6). EPち 諺
素AktivitUtは 飢餓家 兎の腎 に於 ては,正 常家兎の それ に於 け るよ りは著 明に増張せ り・積
餓家 兎の血液Arginase作 用 は,障 碍 肝家 兎の それ の如 き著攣 を認めす,正 常家兎 に比 しダ芒
不攣 な り.
               實  験  の  部
 家 兎肝障碍試 験 と して次 の如 く行 ひた り・
1)0・2%黄 燐 オ レーフ油の當妊2ccm宛 を家兎皮 下に注射 し,48時 闇後 の血液,謄 汁及 「J
 器 のArginase作 用 を楡 査 す・
2)20%「 ク ・ロホル ム」 オ レーフ油の當妊1ccm宛 を家兎皮下 に注射 し,24時 闇後 のmtt
 脂汁及 び各 臓器 のArginase作 用 を測定 せ り.
3)四 蜜化炭素 の當妊1ccm宛 を家 兎に経 ロ投與 し,24時 間後 の血液,謄 汁及び各臓器 ¢
                   (27)
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 Arginasc作 用を測定せ り.
4)家 兎の総楡謄管を結紮 し,72時 間後の血液,謄 汁及び各臓器のArginase作 用を槍査せ り・
 省正常家兎並に飢餓家兎(6日 間絶食)の 血液,膿 汁及び各臓器のArginase作 用叉人罷血
液のArginase作 用を検i査せ り・
 酵素液調製法:1)膿 汁.先 づ家兎総輸膿管より硝子 「カニユーレ』に依 り膿汁を採集 し,
その儘之に就 きてArginase作 用を試験す・総輸謄管結紮家兎に於 ては,謄 嚢内に充満せる謄
汁を,注 射器を以て採集 し,之 を酵素液 となせ り.2)血 液(全 血,血 漿,血 球)・謄汁探集後,
家兎頸動脈より採集せる血液に 楡 容量の2%修 酸加里液(生 理的食盤水溶液)を 混じ凝固を
防ぎたるものを全血(酵 素液)と なし,…宍にその一部 を遠心沈澱せ しめ,血 漿(酵 素液)を 分
離 し,沈 澱せし血球は,一 回生理的食肇水にて洗源したる後,之 に分離せ し血漿量に等しき水
を加へ溶血せしめたる液を血球液(酵 素液)と なす。3)各 臓器潰浸液 家兎の膿 汁 叉 血 液
を採 りたる後,直 に之 を殺 し肝,腎,肺 及脾を捌出し,磨 潰す・之 にその重 量 の三倍 容 量の
Glycerin--XVasser(Glycerinと 水を等量に滉 じ,之 に0.05%の 割合にEssigsaureを 加へたる
もの)を 加へ更に磨潰 し細目節を節 したる後,Toluolを 重暦 して氷室に貯ふ.肝 潰浸液はその
Arginase作 用非常に彊力なるため,試 験に臨み水を以て100倍 に稀繹せ しものを1ccm用 ふ.
其他の酵素液EPち 膿汁,血 液又各臓器潰浸液はその1 ccm e用 ふ・但 し脾潰浸液はその材料少
量なるため特にO・5 ccmを 用ふ.
   分 解 試 験
駒1総 瓢∴_!il
 上記試験液 にToluolを 重 暦 して24時 間,37。 に保 置 した る後,煮 佛 に依 り酵素作 用 を中絶
せ しめた る後Urasemethodeに 依 り獲生安門 を0.02 n-H・・SQ,中 に蒸 溜測定せ り.封 照試験
としてArginin『 溶液の代 に水5・ccm入 れ たる ものを同様 に虞 理 し,0・02 n-H・SO・ 中 に蒸溜測
定せ り.亦 上記 の各酵素液 に依 る添加Argininよ りの安門護生 如何 を検 査せ しが,使 用試験量
にては殆 ど陰1生に近 し(第8表)・ 本試験 の漕費酸量(ccm)よ り封照試験 の浩費酸量(ccm)を
減 じた る もの を・添 加Arginin分 解に よ り生 じた る尿素 が更に分解 して獲生 せ し安門 を中和 す
るに要 す る0.02n一 酸 消費量(ccm)と して表に掲 ぐ.更 に該消費酸量 の,添 加総Arginin全 分
解 時に於 け る清費酸量(こ の實験 に於 ては45・60ccm)に 封 す る百分率 を分 解率 となす.
                  (28)
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 2)賦 活試験: '2%Arginin盤 酸盤(中 和)        -   5・O ccm
 MnSO4(十)
         酵 素 液              1.O ccm
         施oo Mol MnSO↓ 十4H20              1.O ccm
         O,I Mol Glykokol1-NaCl-NaOH調 節液 (PH 92)   8.O ccm
 本 試験 も前記通 常試験 同檬 の條件の許に虚理 し測定せ り.通 常試験 同檬 に封 照試験 を行 ひ,
然 る後O.02n一 酸 漕費量及 び分解率 を算 出 して表 に掲 ぐ.
            第1表  正常家兎のArginase作 用
    酵 素 液1 M・sq(一)   M・S・・(・)
    ・瀬 量・_⊃2麟 費量 秀凝 名02蜜墜 失%,解
      肝               19,80          43。4            32.90          72.1
    (0.01ccm)      22.00      48。2       36.50      80.0
      腎」              14.00          30.7            31.20          68.4
    (1.00ccm)     、14.60      32.0       35.60      78.0
      肺10.2022.322.0048.2   
(1.OO ccfU)    13.80   30。2    28.00   61.4
      脾3.557.811.2024.5   (
0.50ccm)            2.30           5,0             9。20          20.2
    全 血  0.50  1.1  2。10  4.6,
    (1。00ccm)       1.00      2.1     '  3.50      7.6
    血 漿  0.60  1.3  3.00  6.6
    (1.00ccm)       1.50      3.2       4.80      10.5
    血 球  0。40  0.8  0.50  1.1
    (1.00ccm)       0。50       1。1        1。50      3。3
    謄 汁  0,70  1.5  1.70  3。7
    (1.00ccm)      0.90      1.9       2.85      6。2
           第2表  燐 中 毒 家 兎 のArginase作 用
    (0・2%燐 オ レー フ油 當 既2ccm宛 家 兎 に皮 下 注 射 した る後,48時 間 を経 過 せ る もの)
    酵 素 液1  M・S・4(一)  M・…(・)
    (試験量) qo2嘘轡 量 ㌔)解 O・021諮騨 量 ㌔)解
      肝7.0015.314.8032.4
    (0.01ccm)       9.00      19.7       17.10      37。5
      腎              15.50          33.9            34.60          75.9
    (1.OO com)      13.50      29.6       31。00      67.9
      肺1L4025.028。206L8
    (1.00ccm)      9,20      20.1       23.50      51.5
      脾10.7023.528.0061.4
    (O.50 ccm)      7.80      17.1   1   26.00      57.0
    全    血           25.90   、      56.8            39.90          87.5
    (LOO ccm)      29.40      64.4       38。70      84.8
    血    漿             26.70           58.5             40。50           88.8
    (1.00ccm)      29.10      63.8       39。00'    85.5
    血'球   0.50  1』   1.40  3.1
    (1.00ccm)      0.70      1.5        1.80      3.9
    謄  汁        10.20      22.4        23.80      52。0
    (1.OO ccm)
                  (29)
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    第3表 「ク ・ロフオル ム」 中毒家 兎のAiginase作 用
  (20%Chloroformオ レーフ油を當nt 1 ccm宛 家兎皮下ic注 射 したる後,24時
  間を経過せしもの)
酵 素 液l M・S・・(一) 「M'"M・S・ ・(・)一 一'm
・瀬 量・1α02囎 費量 分,笈,解・ "02囎 費量 分,%,解
  肝  1 10.2・  22.4   2。.55  45。1(0
.Ol ccm)  1    9.90      21.7       31.80      69。7
  腎  、  14・60   32.0    34.30   75.2(1.00ccm)      12.60      27.6       32.10      70.4
  肺10。1022.121,2046.5(1.00ccm)      8.55      18.7       19.50      42.7
  脾               11.80          25.8             21。20           46.5(0,50ccm)      4.60      10,1       14.50      31。8
全 血  31.70  69.5  36.80  80.7(1.00ccm)      29.70      65.1       34.90      86.5
血 漿  32.50  71.3  37.00  8M
(1.00ccm)      30.10      66.0       34.95      86.6
血i球  0.60  L3  2.70  5.9(1.00ccm)       0.70      L5        3.00       6.5
謄   汁           9.00         19.7          18.80         41.2(1・00・gm)   8・50   18・6   16.70   36.6
     第4表 四盤化炭素 中毒家兎のArginase作 用
 (p蜷 化輝 を當ne・1・ccm宛家兎に纏・投與せる後・24時 間を経搬 しもの)
酵 素 液[ M・…(一)  r M・S・。(・) m
(鋤 量・ "02囎 獺 分,%,解1"02毬 舗 費量 分,%、解
 肝               9,20          20.1             17.30           37.9(0
.01ccm)      10.30      22.5      18.10      39.7
  腎               13.60          29.8             29.50           64.7(1.00ccm)      13.80      30.2       30。80      67.5
 肺
(1.00ccm)      1325      29.0       28.5   62.5
 脾    15・00   32.8    30.80   67.5(0.50ccm)      11.40      25.0       28.65      62.8
全    血            31.10          68.2             37.30           81.8(1
.00ccm)      34。20      75.0       39。20 85.
血 漿  32.60  71.5  39.20  85.9(1
.00ccm)          34.40          75.4   40。10          87.9
血 球  0.40  0.9  2.10  4.6
(LOO ccm)      1.00      2.2        3.60      7,8
謄    }卜            8.50          18.6            27.30          60.0(1
.00ccm)            1置.20           24.5             26.90    58.9
              (30)
      海 佳:肝 障碍時に於ける家兎のArginase作 用tC就 きて
       第5表 謄 管 結 紮 家 兎 のArginare作 用
          (総輸謄管結紮後72時 間を経過せしもの)
  酵 素 液      MnSO4(一 一)          MnSO4(+)
  (試瞼量) "02嘘 轡 量 分(%)解 α02膿i挙量 分(%)解
   肝13.8030.319.5042.8
  (0,01ccm)      14。70      32.2       25。20      55.2
   腎               12.50          27.4            29.50          64。7
  (1.00ccm)            14.20           31.1             33。30           73。0
   肺11.2024.627.3059.9
  (1.00ccm)      6.60      14.4       20.40      44.7
   脾                9.50          20.8            2L50          47.1
  (0.50ccm)      8.80      12.7       20.10      44,0
  全 血  20.70  45.4  34。90  76。5
  (LOO ccm)      19.40      42.5       34.60      75.8
  血    漿            21.90          48。0            36.00          78.9
  (1。00ccm)      19.80      43.4       36。20      79.3
  血 球  0.90  2.0  2。80  6.i
  (1.00ccm)       1.20      2.6       3.10      6.8
  謄 汁  7.20  15,8  16.60  36。4
.   (1.00ccm)           10.10          22.1            16.90          37.0                                  ,
        第6表 飢 餓 家 兎 のArginase作 用
           (6同 間 絶 食 せ し も の)
  酵 素 液  M・S・・(一) l M・S・・(・)
  ・鋤 量)lO'02"e.tw.mde)S費 量 然%、 解 qo2麟 費量 ㌔ 、解
   肝    17.50   38.3 1 27.50   60.3
  (0,01 ccm)            19.60           42.9             30.60           67.1
   腎               27.50          60.3            33.50          73.5
  (1.00ccm)      35.40      77.9       38.10      83。5
   肺    10.80   23.7 1  33.60   73.7 (
1.00ccm)      10.30     22.6       23.40      51.3
   脾2.605.712。2026.7
  (0.50ccm)      3.40      7.4       11.00      24.1
  全 血  0.40  0.9  0.90  2。0 (
1.00ccm)      0.70      1.5        L50      3.3
  血 漿  0.40  0.9  0.70  1.5
  (1.00ccm)            0。60            1.3          .   3.80            8.3
  血i球  0。40  0.9  0,50  1.1
  (1.OO ccm)      1.00      2.2       .3.80      8.3
  謄    汁             0.80           1.7              1.40           3.0  (
1.00ccm)       1.60      3。5       6.10      11.2
                (31)
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 一      第7i表 人 艦 血 液 のArinaSe作 用
                (健 康18歳 男 子)
    酵 素 液 } M・S・・(一) i M・S・・(・)
    (試 瞼 量)1α02囎 導費量 分(%)解 "02嘘i舗 費量 分(%)解
   全血(1.00ccm)    8.10     17.8      31.20     68.0
   血漿(1.00ccm)   020    0。4     0.85    1.9   〆
   血球(1mccm) 31・oo  68・0 1 33・30  73・o
       第8表 正常並に障碍肝家兎の各臓器組織による添加総
            Arginaseよ りの安門護生試験
      儒 黙繋1欝_血 、_2) 灘
      憾 剛瓠 瓢__,_. 螺
    a,b共 に37。24時 間保 置 した る後, Folin氏 法 に依 り爽 生 安 門 を0.02n-H,・SO↓ 中 に
    蒸溜 し,aの 酸 消 費 量(ccm)よ りbの 酸 滑費 量(ccm)を 減 じた る もの(a-b)ccm
    を表 に掲 ぐ。
  晦 護避 陳 錨 家㌦ 院 二顯1肇 蒙ヒ蘭 懸 覧 喋 輸 罐
肝 ・…1ccm… 5…51…51…51・ …1・ …
lillii≡翻ilii iliiii;ii illi iliii ilil l
 全血(・ ・…ccm)一 …51…5…1・1・ …1…51・ ・・ ・…
 血漿(1 .00 ccm)  0.00  0.10 1 0.15    0.15  -O.10   0.05   0。20
離1:99::窓1::1別1:ll■::訓1:1訓1:1:"9:1:0'20
               結      論
 黄燐,「クロロホルム」,四璽化炭素 を夫々-2定量,一 定條件下に於 て家兎に投與 し,或 は家兎
に総楡脂管結i紮を施 し,肝 機能障碍を惹起せ しめたる後,該 家兎に就 き各種臓器のArginase作
用を観察し次の如き結果を得た り.
 1)障 碍肝家兎の肝Arginase作 用は正常家兎の該作用に比 し著 しく減躬せ り・但し肝の該
作用は減弱せ りとは云へ爾他臓器に比 し遙に著明な り.
                  (32)
         海,佳 :肝 障碍時に於ける家兎のArg玉nase作 用に就きて
2)肺 叉腎のArginase作 用は障碍肝家 兎に於 ても,正 常家 兎に於 け るもの と略 々同様 の値
を示せ り・
 3)障 碍肝家 兎の脾Arginase作 用 は,正 常家兎の該作用 に比 し梢 々増強 する傾向あ り・而
して この傾 向は四盤化炭素 申毒家 兎に於 て特 に著 明な り・
 4)血 液Arginase作 用 の攣化 は最 も著明に して,正 常家 兎の血液 に於 ては該作用 は微 弱に
して殆 ど陰性 に近 く,賦 活後漸 く認 め得 る程度 な るに反 し,障 碍 肝家 兎の血液 に於 ては該作 用
は甚 だ著明な り.斯 の如 き攣化 は全血 のみな らす血漿に於 て も同様 に認 め得 血球のArginase
作 用 は正常並 に障碍肝家 兎の いつれ に於 て も極め て微弱 に して,肝 障碍 によ り全血叉血漿の如
き攣化 を認 めす・
 5)謄 汁Arginase作 用 は正常家 兎に於 ては甚 だ微弱な る も,障 碍肝家兎 に於 ては著明 に増
強 す.
 樹 封照 として観察 せる,飢 餓家兎の各臓器 に就 きてのArginase作 用 は正常家兎 に比 し大差
な し.唯,腎Arginase作 用のArginasは 飢餓家 兎に於 て著明 に増 彊 し,之 に反 しそのVoll-
aktivitatは 正 常家兎 の それ に比 し著 明な る増強 を観す・
               (昭和十三年四月第十二回,'消化器研究會総會 ニテ嚢表)
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